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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月3日(2013.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　船舶、特に艦船の駆動力要件を低減するための装置（１００）であって、前方ノズル（
１０）を含み、少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）が前記
前方ノズル（１０）から外側に突出し、
　前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）の第１の端部（
２０１）は前記前方ノズル（１０）に固定され、前記少なくとも一つの外部フィン（２０
ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）の第２の端部（２０２）は自由端として構成されることを
特徴とする装置。
【請求項２】
　少なくとも一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）が前記前方ノズル（
１０）の内部に配置され、望ましくは、前記内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１
ｄ）の第１の端部は、前記前方ノズル（１０）の内壁面（１２）に配置され、特に望まし
くは前記前方ノズル（１０）に固定されることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）は第２の端部が
、船舶プロペラ（３３）のプロペラシャフトを装着するために構成されるシャフトベアリ
ング（３１）、特に船尾管に固定されることを特徴とする、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）及び／又は前記
少なくとも一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）は、前記前方ノズル（
１０）の長手方向軸又は回転軸（１６）に対して放射状に配置されるか、前記船舶プロペ
ラ（３３）のプロペラ軸（３２）に対して放射状に配置されることを特徴とする、請求項
１～３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項５】
　複数の外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）が設けられ、前記前方ノズル（
１０）のプロペラ下向き回転側（１５）上より、前記前方ノズル（１０）のプロペラ上向
き回転側（１４）上に特に多くの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）が設け
られ、及び／又は、前記外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）は非対称外部フ
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ィンシステムを形成するように配列されることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１
項に記載の装置。
【請求項６】
　複数の内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）が設けられ、前記前方ノズル（
１０）のプロペラ下向き回転側（１５）上より、前記前方ノズル（１０）のプロペラ上向
き回転側（１４）上に特に多くの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）が設け
られ、及び／又は、前記内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）は非対称内部フ
ィンシステムを形成するように配列されることを特徴とする、請求項２～５のいずれか１
項に記載の装置。
【請求項７】
　前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）は、前記少なく
とも一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）の延長線に配置され、且つ二
つで完結型フィンを形成することを特徴とする、請求項２～６のいずれか１項に記載の装
置。
【請求項８】
　前記完結型フィンの長さは、前記船舶プロペラ（３３）の半径より大きいか小さく、望
ましくは前記プロペラ（３３）の半径の最大９０％、特に望ましくは前記プロペラ（３３
）の半径の最大７５％であることを特徴とする、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）及び／又は前記
少なくとも一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）は、前記プロペラ軸（
３２）及び／又は前記前方ノズル（１０）の前記長手方向軸に対して所定の迎え角で配列
され、特に、前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）と前
記少なくとも一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）とは異なる迎え角を
有することを特徴とする、請求項１～８のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）は、前記外部フ
ィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）から突出するフィン端部片（２３）が設けられ
る自由端（２０２）を有することを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項に記載の装
置。
【請求項１１】
　前記フィン端部片（２３）は、所定半径で又は所定角度で前記外部フィン（２０ａ、２
０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）の自由端に変形されることを特徴とする、請求項１０に記載の装
置。
【請求項１２】
　前記フィン端部片（２３）は、前記外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）か
ら前記外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）の一側又は両側上に突出し、単方
向構成の場合、前記フィン端部片２３は、望ましくは、前記少なくとも一つの外部フィン
（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）の吸入側（２０３）上に突出することを特徴とする
、請求項１０又は１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）は前記少なくと
も一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）より大きい長さを有し、望まし
くは前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）の長さは前記
少なくとも一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）の少なくとも１．５倍
であって、特に望ましくは前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、
２０ｄ）の長さは前記少なくとも一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）
の少なくとも２倍であることを特徴とする、請求項２～１２のいずれか１項に記載の装置
。
【請求項１４】
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　前記前方ノズル（１０）の直径は、前記船舶プロペラ（３３）の直径の７０％未満、望
ましくは５０％未満、特に望ましくは３５％未満であることを特徴とする、請求項１～１
３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記前方ノズル（１０）の最大のプロファイル厚は、前記前方ノズル（１０）長さの１
０％未満、望ましくは７．５％未満、特に望ましくは６％未満であることを特徴とする、
請求項１～１４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記前方ノズル（１０）の内部に、前記前方ノズル（１０）の安定化のために少なくと
も一つの安定化支柱（２２）が設けられ、前記安定化支柱（２２）は、一側端部が前記前
方ノズル（１０）に固定され、他側端部が前記船舶プロペラ（３３）のプロペラシャフト
を装着するために構成されるシャフトベアリング（３１）、特に船尾管に固定され、前記
安定化支柱（２２）はフィンプロファイルを備えたり又は備えなかったり、と構成される
ことを特徴とする、請求項１～１５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも一つの外部フィン（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）及び／又は前記
少なくとも一つの内部フィン（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）は後退翼フィンとして
構成されることを特徴とする、請求項１～１６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記完結型フィンは全体にわたって後退翼フィンとして構成されることを特徴とする、
請求項７を直接的又は間接的に関連する請求項１７に記載の装置。
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